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松明松明
　
6
月
5
日
（
水
）、
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

本
年
度
の
小
松
島
市
人
権
教
育
振
興
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
の
概
要
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

全
体
会
で
の
協
議

・�

前
年
度
事
業
報
告
（
3
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

・�

前
年
度
会
計
報
告
（
2
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

・�

監
査
報
告

・�
役
員
改
選（
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・�
本
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予

算
審
議
（
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・�

本
年
度
基
本
目
標
な
ら
び
に
努

力
事
項

◎
基
本
目
標

　

小
松
島
市
人
権
教
育
振
興
協
議
会
は
、「
日
本
国
憲
法
」、

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」、「
同
法
第
7
条
の
規
定
に
基
づ
く
国

及
び
徳
島
県
基
本
計
画
」、「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」、「
小
松
島
市
人
権
条
例
」、「
小
松
島
市
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
な
ど
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

相
互
に
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
民
主
的
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
人
権
教
育
に
取
り
組
み
、
人
権

問
題
の
早
期
解
決
を
は
か
り
ま
す
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
本
協
議
会
で
は
小
松

島
市
第
6
次
総
合
計
画
（
平
成
28
年
度
末
策
定
）
で
掲
げ
ら

れ
た
「
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
、「
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、人
権
問
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

考
え
、
行
動
す
る
活
動
」
及
び
「
人
権
尊
重
の
精
神
や
豊
か

な
人
権
文
化
の
育
成
」
を
推
進
し
ま
す
。

◎
努
力
事
項

　

本
協
議
会
は
、
①
家
庭
教
育
部
会
、
②
社
会
教
育
部
会
、

③
企
業
・
職
域
部
会
の
3
部
会
の
活
動
を
通
し
て
、
全
市
民

が
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
解
決

す
る
た
め
の
研
修
と
実
践
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
市
民
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
と
認
識
も
深
ま
り
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
国
内
で
は
、
S
N
S
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

利
用
し
た
個
人
情
報
の
漏
洩
や
誹
謗
中
傷
、
同
和
問
題
等
に

起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
差
別
的
な
投
稿
な
ど
の
人
権
侵
害
が

後
を
絶
た
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
、
顧
客
や
取
引
先
に
よ
る
不
当
な
要
求
（
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
が
社
会
問
題
化
し
た
り
、
凶
悪
犯

罪
が
起
こ
る
た
び
に
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
が
十

分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
し
て

お
り
、
個
人
の
尊
厳
や
生
命
が
今
も
な
お
お
び
や
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
本
協
議
会
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
厳
し
く
受
け

と
め
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
教
育
・
啓
発
活
動
に
お
い

て
、
さ
ら
な
る
広
が
り
と
深
ま
り
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、

同
和
問
題
の
解
決
を
人
権
教
育
・
啓
発
の
重
要
な
柱
と
と
ら

え
、
あ
ら
ゆ
る
個
別
人
権
課
題
の
解
決
を
は
か
る
た
め
の

様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
関
係

機
関
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
協
力
の
も
と
、
次
の
事

項
に
総
力
を
結
集
し
ま
す
。

◎
具
体
的
な
活
動
項
目

1
　
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
に
つ
い
て
、「
自
ら
考
え
」

「
理
解
と
認
識
を
深
め
」「
自
分
の
生
き
方
の
基
本
と
し
て
身

に
つ
け
」
日
常
生
活
の
な
か
で
「
行
動
化
（
実
践
）」
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭

教
育
部
会
、
社
会
教
育
部
会
、
企
業
・
職
域
部
会
を
さ
ら
に

充
実
し
、人
権
教
育・啓
発
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
　
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
者
の
拡
充
と
研
修
の
強
化

　
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
に
お
い
て
は
、
推
進
者
の
果
た
す

役
割
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
推
進
者
自
ら
が
常
に
研
修
と
実

践
を
積
む
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
方
や
価
値
観
を
問
い
直

し
、
差
別
解
消
へ
の
強
い
決
意
と
鋭
い
人
権
感
覚
や
高
い
人

権
意
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
本
協
議
会
は
、「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
者
研

修
会
」、「
人
権
教
育
・
啓
発
研
修
大
会
」
な
ど
、
各
種
研
修

会
を
計
画
的
に
実
施
し
、
推
進
者
層
の
拡
充
と
質
的
向
上
を

は
か
り
ま
す
。

3
　
市
民
の
相
互
の
理
解
と
連
帯
感
の
育
成

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消
の
た

め
、
差
別
意
識
や
予
断
と
偏
見
を
払
拭
し
、
真
実
を
知
り
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
の
実
現
を
め
ざ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
協
議
会
は
、
市
民
相
互
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
差

別
の
現
実
に
深
く
学
び
、
交
流
・
交
換
学
習
会
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
「
人
権
教
育
学
級
」
や
「
こ
ま
つ
し
ま

市
民
人
権
の
つ
ど
い
」「
小
松
島
ハ
ー
ト
フ
ル
映
画
会
」
な

ど
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い
研
修
会
を
計
画
し
、
差
別
解
消

に
向
け
た
連
帯
感
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

4
　
差
別
を
受
け
る
側
に
立
っ
た
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

　
人
権
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、差
別
を
受
け
る
側
に
立
ち
、

現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、
と
も
に
差
別
と
闘
う

意
欲
と
実
践
力
を
養
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
ら
の
人
権

を
確
立
し
て
い
く
営
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
隣
保
館
事
業
や

教
育
集
会
所
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
人
権
教
育
推
進
事
業

な
ど
の
交
流
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活
動
を
充
実
し
、
自

ら
が
人
権
問
題
解
決
に
向
け
て
の
発
信
者
と
な
れ
る
よ
う
な

人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

5
　
広
報
活
動
、
日
常
活
動
の
強
化

　
実
践
的
な
啓
発
資
料
の
作
成
に
努
め
、
啓
発
・
広
報
活
動

を
推
進
し
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
早
期
解

決
を
は
か
り
ま
す
。
市
民
が
偏
見
・
差
別
・
人
権
侵
害
な
ど

の
現
実
を
見
つ
め
、
再
点
検
す
る
た
め
に
、
毎
月
11
日
の
小

松
島
市
「
人
権
の
日
」
の
活
動
や
、「
広
報
こ
ま
つ
し
ま
」

の
人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー
・
機
関
紙
「
松
明
」
な
ど
の
充
実
に

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

小
松
島
市
人
権
教
育
振
興
協
議
会
総
会

「
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
、

�

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
小
松
島
を
め
ざ
そ
う
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努
め
、
市
民
の
さ
ら
な
る
人
権
意
識
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
、
諸
団
体
と
の
連
携
協
調
の
も
と

に
、
広
報
活
動
、
日
常
活
動
を
展
開
し
、「
心
豊
か

な
ひ
と
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
の
新
役
員

（
敬
称
略
）

顧
　
　
問　
　
中
山　
俊
雄　
　
安
平　
剛
之

　
　
　
　
　
　
長
池　
文
武　
　
井
村　
保
裕

会
　
　
長　
　
小
野
寺　
勉

副 

会 

長　
　
金
西　
　
章　
　
垣
渕　
　
隆

　
　
　
　
　
　
髙
井　
賢
二　
　
住
村　
洋
昌

監
　
　
事　
　
関
貫　
　
勉　
　
寺
谷　
　
孝

理
　
　
事　
　
板
東　
修
身　
　
芳
賀　
美
香

　
　
　
　
　
　
中
川　
純
一　
　
田
中　
隆
史

　
　
　
　
　
　
齋
藤　
謙
二　
　
高
木　
　
智

　
　
　
　
　
　
福
良　
正
典　
　
渡
部　
啓
子

　
　
　
　
　
　
福
田　
貴
充　
　
眞
井　
龍
仁

　
　
　
　
　
　
森
本　
裕
美　
　
西
山　
稔
江

　
　
　
　
　
　
蔭
山　
真
応　
　
西
照　
保
彦

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
文
幸　
　
勢
井　
孝
英

　
　
　
　
　
　
角
谷
佳
代
子　
　
中
野　
博
文

　
　
　
　
　
　
山
下　
　
崇

事
務
局
長　
　
立
川　
晶
規

専
　
門
　
部
　
会

①
家
庭
教
育
部
会

　
部 

会 

長　
　
住
村　
洋
昌

　
副
部
会
長　
　
森
本　
友
晴　
　
福
永　
輝
美

　
　
　
　
　
　
　
小
椋　
美
紀　
　
高
木　
　
智

②
社
会
教
育
部
会

　
部 

会 

長　
　
金
西　
　
章

　
副
部
会
長　
　
山
本　
富
繁　
　
板
東　
修
身

　
　
　
　
　
　
　
竹
島
由
美
子　
　
村
上
久
美
子

�

（
市
社
会
人
権
教
育
推
進
員
長
）
※
未
定

③
企
業
・
職
域
部
会

　
部 

会 

長　
　
垣
渕　
　
隆

　
副
部
会
長　
　
中
村　
　
始　
　
田
中　
隆
史

　
　
　
　
　
　
　
吉
内　
茂
樹　
　
塩
田　
幸
弘

　
　
　
　
　
　
　
小
畠　
一
夫

2024（令和６）年度事業計画2023年度決算並びに2024年度予算
収入の部� （単位：円）

費 目 2023年度
決  算  額

2024年度
予  算  額

市 補 助 金 3,050,000 3,050,000

繰 越 金 35,509 0

雑 収 入 11 10

合 計 3,085,520 3,050,010

支出の部� （単位：円）

費 目 2023年度
決  算  額

2024年度
予  算  額

1 事  務  費 449,933 450,000

⑴会　 議　 費 9,742 10,000

⑵消 耗 品 費 297,476 300,000

⑶役　 務　 費 106,715 110,000

⑷旅　　　 費 36,000 30,000

2 事　 業　 費 2,633,607 2,600,010

⑴推進者研修費 102,440 100,000

⑵調査研修費 177,948 250,000

⑶啓発活動費 1,757,699 1,720,010

⑷啓発資料費 537,750 450,000

⑸広　 報　 費 8,265 30,000

⑹大会派遣費 49,505 50,000

3 予　 備　 費 1,980 0

合　　計 3,085,520 3,050,010

  ○数字は回数、（　）内は実施予定日

月 事　業

4 人権研修報告・担当者氏名報告等各種情報収集
市人振協会計監査（17）

5 市人振協役員会①（17）

6 市人振協総会・専門部会（5）

7

機関紙「松明」第194号発行（5）
公民館長・推進員長研修会（8）
人権教育・啓発推進者研修会（8）
小松島ハートフル映画会（29）

8 人権尊重標語・ポスター審査会（20）
人権教育学級①（26）

9 人権教育学級②（18）

10
機関紙「松明」第195号発行（5）
人権問題講演会（23）
人権教育・啓発研修大会報告者説明会（29）

11
人権教育学級③（11）
市人権尊重作文・作品検討会（13）
市人振協現地研修会（16）

12
市人権尊重標語・ポスター展
人権教育･啓発研修大会原稿検討会･運営委員会（6）
こまつしま市民人権のつどい（21）

1
機関紙「松明」第196号発行（5）
市人振協役員会②（10）
市人権教育主事・推進部総会・研修会（17）

2 人権教育・啓発研修大会（3）

3 機関紙「松明」第197号発行（4／5）
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人権問題研修の状況　　－2023（令和５）年度事業報告－

★　本部事業（一部割愛）
月　日 研　修　活　動 会　　　　場 人数

 6 月  7 日
  7 月  5 日
  8 月28日
  9 月11日
  9 月23日
10月18日
11月10日
11月21日
12月  3 日
12月  4 日
  2 月  5 日

市人権教育振興協議会総会
市人権教育・啓発推進者研修会
第 1回人権教育学級
第 2回人権教育学級
小松島ハートフル映画会
市人権問題講演会
第 3回人権教育学級
人権教育振興協議会現地研修会
こまつしま市民人権のつどい
人権尊重ポスター・標語展～ 12/8
市人権教育・啓発研修大会

サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
サウンドハウスホール
リブドゥコーポレーション徳島三野工場
サウンドハウスホール
小松島市役所玄関ホール
サウンドハウスホール

121
98
86
89
78
99
65
16
84
225
128

★　企業・職域部会
企業名・職域名 回数 人数 企業名・職域名 回数 人数 企業名・職域名 回数 人数

日 本 青 果 包 装 株 式 会 社
小松島市手をつなぐ育成会みやま園
共 同 港 運 ㈱
金 長 だ ぬ き 郵 便 局
ニホンフラッシュ株式会社
徳島信用金庫小松島支店
徳 島 赤 十 字 病 院
立 江 郵 便 局
赤 石 郵 便 局

2
1
2
1
1
3
2
5
5

80
11
6
4
8
24
97
10
15

徳 島 ロ イ ヤ ル 病 院
坂 野 郵 便 局
江 藤 病 院
中 田 郵 便 局
児童発達支援センターめだか
㈱ 阿 波 銀 行 小 松 島 支 店
小 松 島 郵 便 局
徳島公共職業安定所小松島出張所
徳 島 県 鉄 鋼 協 同 組 合

2
5
4
1
7
2
22
2
1

34
15
782
4
86
61
208
13
13

小 松 島 金 磯 病 院
小 松 島 病 院
特別養護老人ホーム　千歳苑
㈱ 四 国 銀 行 小 松 島 支 店
㈱ 豊 徳
橫 須 郵 便 局
株 式 会 社 シ ケ ン

1
1
5
1
3
13
3

13
21
398
13
50
52
81

市人権問題講演会　10/18

こまつしま市民人権のつどい　12/3

★　家庭教育部会
学校（園・所・館）名 回数 人数 学校（園・所・館）名 回数 人数 学校（園・所・館）名 回数 人数

中 郷 児 童 館
泰 地 児 童 館
目 佐 児 童 館
泰 地 保 育 所
県 前 保 育 所
橫 須 保 育 所
立 江 保 育 所
さ か の 認 定 こ ど も 園
こ や す 認 定 こ ど も 園
花 し ん ば り 子 ど も 園
ひ か り 保 育 園

4
1
2
1
1
1
2
1
2
2
2

16
23
43
16
10
42
28
25
46
125
22

か も め 保 育 園
こまつしま健祥会認定こども園
南 小 松 島 幼 稚 園
小 松 島 小 学 校
南 小 松 島 小 学 校
北 小 松 島 小 学 校
千 代 小 学 校
児 安 小 学 校
芝 田 小 学 校
立 江 小 学 校
櫛 渕 小 学 校

2
6
5
1
1
4
6
1
1
3
6

25
138
68
120
175
228
158
200
100
130
126

坂 野 小 学 校
和 田 島 小 学 校
新 開 小 学 校
小 松 島 中 学 校
小 松 島 南 中 学 校
小 松 島 高 校
小 松 島 西 高 校
ひ の み ね 支 援 学 校
み な と 高 等 学 園

1
3
3
4
2
5
2
3
2

96
52
282
370
110
1,210
129
149
99

★　社会教育部会
公民館・各種団体名 回数 人数 公民館・各種団体名 回数 人数
小松島公民館
南小松島公民館
北小松島公民館
千 代 公 民 館
児 安 公 民 館
芝 田 公 民 館
立 江 公 民 館

2
1
4
1
1
3
2

19
60
302
12
200
237
57

櫛 渕 公 民 館
坂 野 公 民 館
和田島公民館
新 開 公 民 館
中 央 会 館
連 合 婦 人 会
社会福祉協議会

1
1
5
2
4
1
1

43
20
82
42
51
43
8

★　昨年度の啓発活動実績
部会名 回数 人数

全体本部事業
家庭教育部会
社会教育部会
企業・職域部会

32
80
29
95

1,718
4,361
1,176
2,099

総　合　計 235 9,354

第1回人権教育学級　8/28 第 2回人権教育学級　9/11 第 3回人権教育学級　11/10
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◎
各
部
会
の
取
組

1
　
家
庭
教
育
部
会

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身

を
痛
め
る
よ
う
な
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
り
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
命
と
人
権
を
守
る
取
組
を

地
域
ぐ
る
み
で
進
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
児
童
館
、
保
育
所
（
園
）、
認

定
こ
ど
も
（
子
ど
も
）
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
各
単
位
で
の

後
援
会
や
P
T
A
な
ど
と
連
携
し
、
家
庭
や
学
校
に

お
け
る
人
権
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
諸
団
体

の
協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
実
践
を
推
進
し
ま

す
。

【
重
点
目
標
】

⑴�

市
人
権
教
育
推
進
P
T
A
（
後
援
会
）
の
指
定

　
①�

小
松
島
西
高
等
学
校
P
T
A

　
②�

こ
ま
つ
し
ま
健
祥
会
認
定
こ
ど
も
園
後
援
会 

⑵�

P
T
A
各
後
援
会
に
お
い
て
、
人
権
問
題
研
修
会

の
年
1
回
以
上
実
施

⑶�

人
権
教
育
推
進
P
T
A
（
後
援
会
）
に
お
け
る
系

統
的
学
習
の
実
施

⑷�

市
人
権
教
育
学
級
な
ど
の
各
種
研
修
会
の
積
極
的

な
参
加

2
　
社
会
教
育
部
会

　
公
民
館
お
よ
び
関
係
機
関
、
諸
団
体
と
の
緊
密
な

連
携
の
も
と
、
市
民
生
活
、
生
涯
学
習
な
ど
の
場
で

地
域
ぐ
る
み
の
人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
教
育
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち

の
命
と
人
権
を
守
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
人
権
教
育
推
進
員
長
が
中
心
と
な
り
、
地

域
住
民
が
よ
り
自
主
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
学
習

機
会
を
多
く
設
定
し
、
地
域
・
生
活
課
題
と
結
び
つ

い
た
学
習
内
容
を
工
夫
し
、
地
域
啓
発
の
徹
底
を
は

か
り
ま
す
。

【
重
点
目
標
】

⑴�

指
定
公
民
館
や
団
体
に
よ
る
市
人
権
教
育
・
啓
発

研
修
大
会
の
発
表

　
①�

和
田
島
公
民
館

　
②�

千
代
公
民
館

⑵�

各
公
民
館
単
位
で
の
地
区
別
懇
談
会
、
小
集
団
学

習
の
開
催

⑶�

市
内
各
地
域
と
の
交
流
学
習
、
各
種
団
体
に
お
け

る
学
習
の
実
施

⑷�

公
民
館
利
用
団
体
等
に
お
け
る
研
修
の
実
施

3
　
企
業
・
職
域
部
会

　
物
価
の
高
騰
や
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、
市
民
の
間
に
経
済
格
差
や
、
雇
用
・
生
活

に
対
す
る
不
安
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
徳

島
公
共
職
業
安
定
所
小
松
島
出
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
や
小
松
島
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
市
内
の
関

係
機
関
、
諸
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
と
協
力
の
も
と

に
、
就
職
の
機
会
均
等
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、「
企
業

の
社
会
的
責
任
」
が
注
目
度

を
高
め
る
国
際
的
な
動
き
を

認
識
し
、
企
業
・
職
域
に
お

け
る
人
権
学
習
の
場
を
拡
充

す
る
な
ど
、
差
別
の
な
い
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
本
協
議
会
は
、
企
業
関
係
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
積
極
的
に
企
画
す
る
な
ど
、
市
内
の
企
業

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
本
会
加
入
と
企
業
・

職
域
に
お
け
る
人
権
問
題
研
修
の
推
進
を
は
か
り
ま

す
。

【
重
点
目
標
】

⑴�

人
権
教
育
推
進
企
業
・
職
域
の
指
定

⑵�

各
企
業
・
職
場
内
に
お
け
る
人
権
問
題
研
修
会
の

開
催

⑶�

市
人
権
教
育
学
級
な
ど
の
各
種
研
修
会
に
積
極
的

に
参
加

⑷�

市
人
振
協
と
市
内
企
業
と
の
連
携
を
強
化

　

徳
島
県
で
は
、
毎
年
、
気
持

ち
が
ほ
っ
と
し
て
心
が
温
か
く

な
っ
た
り
、
胸
が
熱
く
な
っ
た

り
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
そ
の
言

葉
が
生
ま
れ
た
と
き
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
関
す
る
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
命

の
大
切
さ
を
感
じ
る
も
の
。
気

持
ち
が
ほ
っ
と
し
て
心
が
温
か

く
な
っ
た
り
、
胸
が
熱
く
な
っ

た
り
し
た
言
葉
や
出
来
事
。
自

分
を
励
ま
し
支
え
て
く
れ
て
い

る
家
族
や
友
達
、
周
り
の
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
、
ま
た
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
絵
（
イ
ラ
ス
ト
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現

し
た
作
品
で
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、

令
和
5
年
度
の
入
賞
作
品
で

す
。 令

和
令
和
55
年
度
年
度
「
や
さ
し
さ
つ
な
が
る
ほ
っ
と

「
や
さ
し
さ
つ
な
が
る
ほ
っ
と
H
O
T
H
O
T
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

メ
ッ
セ
ー
ジ
」��

��

作
品
の
紹
介

作
品
の
紹
介
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